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１．背景
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〇 湘南病院は、「医療を通じて地域の社会福祉に貢献する」ことを目指して
昭和21年に設立され、外来診療のほか、一般病棟、地域包括ケア病棟、
老人療養病棟、精神科病棟の計287床を有し、約300名の職員体制で診療を
行ってきた。

〇 長きにわたり地域医療へ貢献してきた中、新型コロナウイルス感染症や
昨今の物価高騰等に伴い経営が悪化。

〇 令和６年からは同一地域の中核病院から人的な支援を受けながら事業の継続を
目指してきたが、現在の開設者である社会福祉法人湘南福祉協会ではこれ以上
の継続が困難となった。

〇 こうした状況の中、地域医療にできるだけ影響を与えないため、湘南病院から
本市に事業承継にかかる要望書が提出された。



２．湘南病院の概要（R7.4.1時点）
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医療機関名 社会福祉法人湘南福祉協会総合病院湘南病院 開設者 社会福祉法人湘南福祉協会
所在地 横須賀市鷹取1-1-1
医療機関の現状

病床種別
一般病床 療養病床 精神病床 結核病床 感染症病床 計

許可病床数 117床 50床 120床(※) 287床
稼働病床数 93床 50床 120床(※) 263床

病床機能
高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟中 計

許可病床数 60床 57床 50床 167床
稼働病床数 36床 57床 50床 24床

診療科目 内科、漢方内科、精神科、外科，整形外科、耳鼻咽喉科、脳神経外科、皮膚科、小児科、
リハビリテーション科

職員数
医師42名、看護師76名、准看護師26名、看護補助者32名、薬剤師5名、診療放射線技師5名、
臨床検査技師8名、理学療法士7名、作業療法士8名、言語聴覚士1名、管理栄養士4名、
事務員49名、その他42名

※ （予定）湘南病院は令和7年10月1日から精神病床60床として運用する。



２．湘南病院の概要
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指定自立支援医療機関（精神通院医療）
精神保健指定医の配置されている医療機関
精神保健及び精神障害者福祉に関する法律に基づく指定病院又は応急入院指定病院
救急告示医療機関

生活保護法指定医療機関(中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留
邦人等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律(平成６年法律第30号)に基づく指定医療機
関を含む。)
身体障害者福祉法指定医の配置されている医療機関
原子爆弾被害者一般疾病医療機関



３．湘南病院が廃止となった場合、横須賀・三浦地域に与える影響

6

（1）外来医療について
〇 湘南病院は、京浜急行「追浜駅」徒歩１分という利便性もあり、年間平均で約82,000人の

外来患者を受け入れている。

〇 当該病院は精神保健医療を中心に提供しているが、近隣には同様の医療を提供している
医療機関が少ない。

〇 横須賀地域は県内でも特に高齢化が進み、公共交通機関の利用者が多いことから、利便性
のよい当該病院が廃止となった場合、高齢者を中心に外来医療にかかる影響が大きい。

【データ元：湘南病院提供および医療情報ネットより作成】
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（2）入院医療（一般・療養病床）について
〇 湘南病院は、年間で約75,000人の入院患者を受け入れている。

〇 横須賀・三浦二次保健医療圏は病床不足地域（▲218床）とされており、
当該病院が廃止（▲167床）となった場合、一般・療養病床がさらに不足（計▲385床）
する。

〇 病床の再配分は公募により実施されるため、整備には１年以上の時間を有し、
入院している患者は転院を要するなど、患者やご家族への影響が大きい。

３．湘南病院が廃止となった場合、横須賀・三浦地域に与える影響

【データ元：湘南病院提供および医療情報ネットより作成】
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（3）入院医療（精神病床）について
〇 令和7年10月より精神病床60床として運用予定。(120床→60床)

〇 湘南病院は、年間で約36,000人の入院患者を受け入れている。

〇 精神患者の受入れなど本市の保健予防事業においても重要な役割を担っている。

３．湘南病院が廃止となった場合、横須賀・三浦地域に与える影響

【データ元：湘南病院提供および医療情報ネットより作成】
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（4）地域の救急医療体制ほかについて
〇 年間で約430人の救急患者を受け入れている。

また、二次救急協力病院として救急搬送患者を受け入れている。

〇 廃止となることで、救急患者の転院先となる病床がなくなり、地域の救急医療体制の
維持に大きな影響が出る。

〇 その他、精神デイケア事業や訪問看護事業といった介護事業も行っている。

３．湘南病院が廃止となった場合、横須賀・三浦地域に与える影響

【データ元：湘南病院提供より作成】



４．横須賀市としての考え方
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【横須賀市の考える湘南病院の必要性と事業承継について】

〇 湘南病院は年間約80,000人の外来患者や約75,000人の入院患者に対応する
とともに、救急告示病院かつ、本市の二次救急医療協力病院であり、地域
の介護事業など多岐にわたり、地域の診療所と連携し、横須賀地区の医療
を支えている。
また、精神患者の受入れなど本市の保健予防事業においても重要な役割
担っている。

〇 本市としては、病院廃止となると患者や地域医療への影響は大きいもの
と考え、地域医療提供体制を維持するためにも空白期間が生じない対応
（事業承継）を強く求めたい。
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説明は以上です。
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